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諸島の浜通りへ

在、は2013年9月になって原発事故後の福島を始めて訪れた。 2011年のゴールデンウィークに

三｜廷を訪れて以来、夜、は石巻（特に牡鹿半島）と気仙沼を 1:j:1心に誠査を行い、津波が来た1%~ に人々

が頼りにした津波の知について調べていた。まず気づいたことは、三陸の生活i止界には性質の異

なる二つの津波の知が存在していたということだった。一つは防災マニュアルの知。もう一つは

浜の生活が継承してきた津波の知だ。前者は長い持続における環境ではなく行政が置かれた底近

の状況を前提とした危機管理システムであり、その想定は実際の津波の威力と大きく＊離してい

た。これはお：会と環境を人工的に分離してコントロールする方法であり、基準とインフラストラ

クチャーの構築に関わった組織による世界の知覚と利害が、津波の想定に影響を及ぼしていた。

後者においては海と｜径が交叉する浜の環境の仁j::iで育まれたi止界の知覚、身体化した有形熊形の津

波の伝承、そして浜の小高い場所にある千11咋：i：や寺院のトポロジーが潜在的に繋がった状態で詰：や

かに存在していて、津波が襲来した際にそのネットワークが顕在化して浜の環世界の中の人々の

身体感覚を通して作動したと言うことができるだろう。三陸の漁師たちは、このような；環境の中

で蓄積された暗黙知に導かれて津波が来る前に？f{1_f,jj｝を沖に出すことができたし、この感覚に従っ

て津波警報が予?l!IJした津波の高さを疑い、より高い場所へ逃げることができた人たちも多かった。

また津波に飲み込まれたII寺に命を救ったのは、浜の、そして海の身体知だった。

遠洋漁業に長く携わっていた石巻に住む私の遠縁のHさんは、津波が襲ってきたH寺、漁港の近

くにあった自宅の玄関口にいて、片手に犬を抱いて車に来り込もうとしていた。黒くて大きな津

波がものすごい勢しミでやってきて飲み込まれたが、とっさに片方の定を玄関柱に絡ませたので流

されなかった。どうしてとっさに定が使えたのかと聞くと、 i毎一仁で、台風Lが来たll寺にデッキの突起

物にJE を絡ませて？lit されないようにしていたからだという。それから 4年後、在、は福島の小名 ｛J~

?Ht ？さで、石巻出身の遠洋漁業の漁 !':iii に会った。彼は石巻で、？~ft?Jfにjたされたll寺のことを話し始めた。

車で逃げようとしたがお！とi慌で司王が進まず津波に飲み込まれたが、 IIIが水に浮いて流された。しば

らく出っていると、 I~告が近づいたのでJj:I：を拾ててそこまで、泳いだ。「助けてくださいj という

がlil'Jこえたので、女の人を引きi二げて助けた。その女の人は泣いていた。 ii!:i皮に飲み込まれた11寺、
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握っていた子供の子を離してしまったという。漁nmは「津波が来たら手握ったくらいじゃ流され

る。その女の人は子供を股でグッと挟んでいれば子供は助かった。）伎の力は手と比べ物にならな

いくらい強し1治、ら...Jと言った。

三権沿岸ーの津波の被害の大きさは、私たちの想像を絶するものだった。しかし、漁師たちは意

外に前向きだったO 翌年になるとf!.liさや水産加工胞設は急ピッチで再建されて行った。気1111沼や

お巻で、は、まくいろ、かつお、さんま、さは＼いわしが水揚げされた。牡鹿半島で、は養殖がT'f日日し

た牡械の枇貝が成長して、 iJUこは活気が戻り始めていた（内山III2013）。夜、は復興する様子が見

えない福島が気にかかっていた。福島の浜では海の放射能汚染のために、試験操業さえも未だ始

まっておらず、漁港はどこに行っても＇~~散としていた。私は三院での調査を切り！二げて、福島の

浜通りに通い始めた。

写真1. 誰もいない小名浜魚市場

束日本大震災が起きてから 2年半が過ぎた 9 月 i十i旬の初、小名 iJ~漁港に漁船が一隻戻ってきた。

来っているのは船長と来組員の二人だけだったc 漁船が岸壁fに係留すると将トラックが a 合やっ

てきた。乗組員が、 ljl抜からフジツボのついた小さなタイヤ a っと ill！がった鉄筋一本をi降トラッ

クの荷台（こ積み込んだ。来用車でやって来た船主らしい人が、二つの瓦燥の写真をirrzって作：業は

え：冬了した。これはノ1（ ~j~J］°が行っていた「瓦際の撤去による漁場の再生および漁業のT!J:IJfJJ を目的

にした支段事業だった 1o 20トンの底引き締討は台が、タイヤ一本と鉄筋一一本の瓦｛擦を撤去したこの

作業には、「ljl.月jの漁業11i:1mJにJl1Jけて、あるいは「本絡i'l<.Jな漁業の復B'IJ.JへlliJけて、どのような

今人吋fこ：； I 11 12, JOO l1J、 守笠、11たり 21,000l1Jから 92,5()()j Ijがトン数（こJ,l:_；じて.Jl、われた。
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効果があるのか。この瓦擦の撤去は、漁場からどれだけの量の瓦燥を回収したかではなく、瓦傑

の撤去作業をしたという証拠を作ることが重要になっているように見えた。これは原発事故のた

めに泊、業が fif-l~f.J できない漁師に、宇1111'負，を /j；：すための f!IE i1fL!:111~1 

えない人がここにもいたO 船主には様々な 71~で、補償が U:'i ていたが、船主に濯われた「来り子」の

補償は殆どなかった。（同様に、避難区域で家を持つ人とアパート暮らしの人に対する補償金に

は雲泥の1mきがあった。）

写真2. 底引き網漁船が‘撤去した瓦磯を詰んだ軽トラック

ノト名浜港は福島第一原発から南に55キロ離れた！三大な工業港で、ノト名浜漁港は工業港の東側

にある。アクアマリンふくしまと三崎公園に挟まれた地区には、魚、市場、製氷一工場、 ff-1、科；mを/J¥

す食堂、造船所、水産試！技場などがある。魚市場近くの奥まった場所にはソープランド街が広がっ

ている。これも大きな港IHJ らしい機能だ。私はこの歓楽街の手前の旅館に何回か？i~I まったことが

ある。社111~1 していた人たちは港湾の工事や除染作：業に携わっている人たちで、旅館は飯j劫のよう

な場所ーだった。食事に遅れると！床JI段汁を入れた大なべは空になっていた。？.~｛＇.i在の旅館で、あるにも

かかわらず、夕食に出てきた秋刀魚は飼料用のものらしく、虫1が切り落とされた小さなものだっ

た。金11111：日の夜になると旅館の味気ない夕食を食べる人はほとんどいなかった。皆遊びにJねてい

るようだった。

ノト名 ?Ji~?Ht iをから凶に 6 キロ／）Jjl：れた JR 泉！以前のホテルに il~I まった II寺も、そこは工ギ関係者でいっ

ぱいだった。その中には石巻から移動してきた作業員たちもいて、ダイパーとして働きたいと話

していた若しイ1：業員に対して、年配の同僚が「どこに浴らされるかわからないから止めておけ」

と言った。小名浜、 111 之作、 1!11 合、久之？Ji~ で、は港湾T'lf.が行われていた。偏向第←イ反発の港湾で
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も工事が行われることになっていた。当H寺は海に漏れ続ける高濃度の汚染水が問題になっていた。

海底のホットスポットの存在も知られていた。久之浜のある漁師は、海水の放射線量ではなく、

ホットスポットがある海：底の土砂の放射能汚染を心配していた。このような状況の中でダイパー

として働くことは危険だと年配の作業員は考えたのだろう。水が放射能を遮断するから、ダイバー

は被曝しないという「科学的Jな言説も流布していた。しかし、科，学的な立場は多様だから、通

俗に対する科学という図式は当てはまらない。原発推進派寄りの制究者と、 Jjf(発反対派寄りの制

究者とでは、被曝についての基本l~I~ な考え方が全く呉なっていて、両者の問には対話が成立して

し1なし、（ーノ泌i他 2012;17~ LL! EEi 2014）。

人類学的かつ「羅生IJ1jJ Ii＇~な視点から ll:i］い直してみよう。原発は科学的に述Il!i；されているのだ

ろうか。｜除染は科学的に行われているのだろうか。短い答えは否である。 1967年にilIIJ作された

El映科学l映画製作所の f君主明一福島原子力発電所建設記録 調査編jは、縮局第一原発がl==J本の

高度な科，学技術の粋を尽くして建設されたという英雄叙事詩的な物語になっている。だが、原発

の建設工事現場で作業員として働いた談、クレーンの免許を取って東芝と El立の下請けとして働

いた描葉lllJのMさんによると、工事の実際はかなりいい加減だったらしし」現場監督が見てい

ない持、 Mさんは仲間と山で花札をした。現場監督が戻ってくる時間は判っていたので、それよ

りも前に仕事に戻り、現場監督がいなくなるとまた山に戻って花札に興じた。原子炉格納容器は

工場で作り、現場で組み合わせたのだが、うまく合わなかったために無理やり浴按していた。こ

れを見てMさんはこんないい加減なことで良いのかと忠ったという。 Mさんは後により給料が

高いクレーンの運転士になり、燃料棒の搬入と搬出を行うようになった。作業i干iは帝京量計のスイッ

チを切り、作業が終わるとスイッチを入れて戻ってきた。以下で詳しく述べるように、インフォー

マントたちによれば除染の見かけと実際は異なっている。原子力発電所の運転に関わる多種多械

の作：業を行っているのは科学者ではなく作業員たちだ。除染作業をしているのは科学者ではなく

作業員たちだ。その合意は、原発の内外で行なわれている作業の多くは、翌日想的な実！験室のプロ

セスよりも、工事現場ーの仕事のやり方に近いということだ、。

1971 !ijC:に制作された f禁！則一福島原子力発電所建設記録 工事編jを克ると、栴島原子力発電

j列島がどれほど安全であるかが繰り返し説明されている。建設予定地は地震と津波と台風の被害を

経！投したことがなし＼JJ}j jijj・だという（事実に反した）前提になっている。ナレーションは f発電所

の周りでは放射能の影響は全く考えられませんJという口 Mさんによれば＼事故で被爆した作業

員がいた。また涼発の近くで合：71~児が生まれたことがあり、この II寺は事実を公表せずにお金で解

決した。小名浜の知り合いも）JIJの機会に、いわきの共立病院には以前から被爆した作業員が運ば

れてくることがあったと教えてくれた。
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浜通りに通う

久之j兵は福島第一原発のT¥130キロの地点にあり、原発事故後に閉鎖されなかった漁港のi十1で

はlFに最も近い。私は小名浜と久之浜を起点にして、そこから徐々に関係を広げていった。双

葉 1~1~ の l!IJ だった久之浜 lllJ は 1966 年にいわき －m－ に合併している。このような前史のために、久之

浜は半ばいわき、三｜三ば双葉のような場所の性格を持っている。福島第 A原発が作られたII寺、久之

?J~ は大 I~！！と富岡と共に第一原発のすくい1誌にあった漁場の漁業絡を放棄して補償を得ていた。それ

もあって、直接の補償’を得ていない久之浜の5キロ南にあるtrn倉漁港との関係は良好ではない。

原発事故後に、久之iJ~ と 12~1倉の魚市場を一つにする話が持ち←］二がっていたが、反対する人たちが

多く、計担lfは進展していない。久之浜が双葉の一部だったことや、原発が建設された II~｝に補償を

待ていた前史が、久之浜と匹l倉の関係に影を落としている。

2016年7月と 8月が休漁期間だった久之浜で、は、 9月から瓦J擦の撤去を再jj/!Jすることになって

いた。 8Pl 11 日に久之i~漁港で、は盆踊りと花火大会がl~f.J かれた。 3年前に話を 11rJ しミた漁師のA さ

んが、祭り実行委員会本部のテントに座っているのが見えた。魚市場は取り壊されて久しいが、

新しい魚市場がどこになるのか未だ決まっていなし、試！投操業で水揚げされた魚は小名浜漁港の

魚市場まで経路運ばれ、スクリーニングを受けてから出荷される。スクリーニングが実際にどの

ように行われているのかについては、実際に見ていないので分からなし＇ o

福島県漁業協同組合連合会の「産地魚市場におけるスクリーニングマニュアルJ(2015年）に

よれば、「試験操業においては、水揚 1:::11正、キI~！双［ i;l~l ,I芯・双葉］、いわきの検変所毎に lff;l、税：l検

体以上採取する。ただし、水場 Elが呉なるものを短期間菩養し、！司品 1:::1に出荷する場合においては、

出荷日に lf！~i.組 I i食イ本以上検査することも可能とするバスクリーニングの測定－TIUQ値は「12.5Bq/

kgを下回るように測定するjとある。 2016年9月23日にUJ，された「試験操業漁獲物の検査結果j

によれば＇， 2016年に入ってからセシウム 134+ 137が枚出されたのは以下の3件だ。

マダラ

アカガレイ

ヒメエゾボラ

2016年2J=J 17 El 

2016年2Pl 171ヨ
2016 ~f 4 J"J 14日

！庄l倉；q1

rm倉iiJ1

久之浜

15.8 ± 9.8 Bψg 

14.1 ± 9.7 Bq/kg 

13.5 ± 9.7 Bq/l沼

他は不検出だったのだが、検出下｜浪他は多くの場合およそ lOBq/kgに設定されている。不検出

のfJ;1、は安全だとされるが、不検出の基準の根拠は何なのだ、ろう。上掲の「スクリーニングマニュ

アルjによると、 iiJ!JJ 定卜·1m11M は、 121 主 :JJ~i\t,1n~t で、ある 50Bc作g の 4 分の l の 12.5Bq/kg を Fl匡i るよう

に測定する」とある。福島県のホームページの「ふくしま復興ステーション」のヰlの「水産物の

検査体制」によれば、一般食，1~1，の詑！の基準1fGI は lOOBq/l(g であるが漁業協 l可組合の基準はその 2 分
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のlの50Bq/kgに設定されている。 l主！の基準値の半分を基準にしたから安全だという（通俗！＇！包な）

考え方だ。福島氏報によると、招島第一原発の 20 キロ圏内では、三 rg:~沿岸では平成 25年度で終

了した「漁場復！日対策支援事業」が平成28年8月上旬から始まることになっていた。久之iJミのif{t

nm たちは、 20 キロ l霊｜内（5 キ口問内を除く）の瓦｛療を引き上げ、て、久之iJ~漁港に保管2するという

（福j詰氏報 2016ij三7月261こ｜）。

8FJ 111-二i の午後、久之iJi~漁港は祭りの会Jjjjーとなり、仮設潟店街に入っていた店の人たちと子ど

も会が露店を出していた。婦人会のフラダンスからプログラムが始まった。外部の人たちも来て

いて、久之浜漁港は珍しく賑やかだ。実行委員会のテントの中央に陣取っていたAさんによると、

二つの漁協の支所を一つにしようという話があるがまだ何も決まっていないらしい。瓦燥のi互いは

は8月ではなく 9月に始まるという。ここでは復興に関わることは全てが遅れている。震災から

5年以上経つのに、稿！詰第 ・muをの汚染水問題は未だに併がとしていなし」台風が来る！支に、高濃

度の汚染水が海に流出する。もうすぐ20キロ圏内の瓦燥の回収が始まろうとしている。震災前

はアワビを採っていたYさんは、瓦礁のIITI収は百fi1:=::1くないという。アワビを採っていた頃は「誰

にも負けね－J と頑張っていたが、瓦礁の回収にはその而 l~:J さがない。

久之浜では！坊主WJJ是と道路と i掃をかさ上げする工事が進んでいた。災害公営住宅は完成したが、

空き部屋が残っている。 i坊j判！堤で守られた新しい区i踊にはMigiおも作られるがテナント料が高い

ので私の女11り合いが経営する食堂は、五百店街には入らなし」祭りに会場には若者や子供たちが来

ているが、その1:j:1には久之iJ｛を離れた人たちもいる。試験操業の対象魚種は増えつつあるが、本

操業は始まらない。魚市場がどこになるのかは未だに決まらな＼；'o試験操業と瓦燃の回jはだけで

久之浜の？.＼＼！，nwはいつまで？Hti'liliを続けるのだろう。祭りの会場のつかの11¥jの賑やかさとは裏腹に、

久之浜漁港はいつ終わるのか分からない行先の不安を抱えている。

JE久ノ浜駅から祭りの会場となっている久之浜如、港へ続く道には、手に誘導灯を持った交通

整備員たちが立っていたD rgffを通り過ぎると笑顔で「こんにちは一」と挨拶する。 1:jこiには若＼；＼女

性もいる。話しかけてみると彼らは久之浜を矢IIらない他所から来た人たちのようだった。矢｜｜り合

いにこのことを尋ねると、京；t1の十｜：貝が祭りの交通響やillのボランテイアをしているのだという。

お役休み前の祝日に束屯のう告し 1社員たちが警備のボ、ランティアで浜の祭り会場に！駆り出されてい

る。扶j;Jjをせずにそっぽを1111v＇ている :tin立の社員がし 3る。彼らも j）＇］心は傾斜i：なのだろう。

原発事故後の環境の知を巡る問い

201511c: s n の 3:l国間、私はいわき！択！日のビジネスホテルに ii'! まり、 i:UJ は小名 iJ~?Ft iJl n1rの1、さん

の喫茶店に行き、そこを訪れた浜の常述五：たちと n~c発事故後の II '/¥iiについておしゃべりをしてか

( 8 ) 
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ら、小名浜、 Im念、久之浜の三つの漁港、双葉郡の人々が家を建てた泉地区の分譲住宅、楢葉lllJ

から避難してきた人たちが住む中央台の仮設住宅などを訪ね歩いた。この夏は台風がいくつも東

北に上陸した。そんな雨の Elには、いわき yj］立｜認書館の震災コーナーの窓、｜僚の札で、録音したイ

ンタピューを聞き直したり、 )J；〔発1'Jff-i1i文関連の資料を読んだりして過ごした。双葉1lllからいわき

1!Tに避難しているインフォーマントたちに述れられて、！よ野IHT、伯楽IHJ、富岡lllJ、大熊llfJを訪

れたこともあったO 夜には久之iJl（出身のNさんがいわき駅前で経営するパフ、、に何度か行き、常j主

客：たちと話をした。その 1:1:1 の一人の O さんは子供の安全を案じて浪江町Aから fil!Q 訪中ーに )lii1)!H~：してい

た。 Oさんは月 11WlI］から金11¥'i(日まではいわきの駅前のホテルに泊まって浜通りで、仕事して、週末

に家族の元に帰って行った。 Nさんと Oさんは？！！f;J!}]i恨の休校が決まった双~高校の卒業生だった。

Oさんに連れて行かれたパーに店た男一の客たちは全員浪江町ーのlllJfi己だった。いわき 111には避難

して来た人たちのディアスポラがし1くつもあったD

在、には昨年辺りから気にかかっていることがある。以前からその傾向はあったのだが、｛友興が

ますます強調されるようになる一方で、放射能の不安を口にすることが部られるような雰囲気が

強まってきているのだ。和島県の二つの地方新聞である『福島氏報jと『初島氏友jの紙而は復

興のテーマを i十！心に紙百Iiが十一昨成されるようになっている。欣射i’fb汚染の1g1；抵は、料！？日を；完んでも

良く分からなし」除染作業をしている人から報道されていないことを聞くことがあった。 2015'.fj::

5月に久之浜で宿｜両llfJの｜徐染をしていた人が「いくら除染しでも線量が下がらなしづと言ってい

るのを liFJ し、た。彼は「何か漏れているのかなJ と付け加えた。このような危·u~h は記事にならな＇－＇＇ o

報道が取り上げる主要なテーマは復興と舟還と風評被害の払拭だ。汚染水は流れ続け、 J~t炉作業

も進んでいないにもかかわらず、復興が合言葉のようになっている。スーパーサイエンスハイス

クールも、制，l~jの安全を伝える活動に力を入れている。

2016年lJ=Jのある日、私は小名浜のJJIり合いからホッキ貝を分けてもらった。彼は南i+l:I馬の

ホ yキ貝を貰ったのだという。浜の人たちは「分け漁jをしていたが、原発事故後は行われなく

なっていた。私は分けてもらったホッキ只を久之浜の知り合いの食，：：1：に持って行き、そこで分け

た。「りっぱなホッキ只だね」と褒められた。ホッキ只は車lj身と災りにして智で食べた。このII寺、

出には近所にでi：む女性と 61，支の娘が来ていた。女性は妓に「美味しいから食べる？ JとIWしlた。

娘は「J:lは嫌し1だからいらなしづとお；えた。原発事故から 311－：：が過ぎたは：jから、人々は地元で採

れたタケノコ、 LL!菜、魚を f!f-び食べるようになっていた。三II刊にで食卓を開む家庭では、イi,lfr孫
には食べさせなしづと言っていたが、孫が本当に食べないかどうかは不明だった。 2015'.fl::5月に

小名浜を訪れた際に、日系には食べさせないと言っても同じ食卓で食べるのだったら、係も食べ

ることがあるんじゃないですか－！と出れ、てみた。何人かが「そうだね－ J と｜嬰 I~~ な返事をした。

だからこのFJ：親が幼稚！詣に通う以にホッキ只を食べさせようとしたのを見た私は、地j亡で、反れた
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野菜やJlを子供に食べさせているのかどうか彼女に聞いてみた。彼女が言うには、原発事故後し

ばらくの関は食べるものには気をつけていた。生鮮食科品は県外のものを買った。水もペットボ

トルの水だけを飲ませた。しかし、 2年半を過ぎた頃からあまり気にしないようになったという。

イノシシの肉を食べている人も ±1目えているようだ。楢~IHJ/:I：＼身のいわき市役所職員と湯本に住み

避難指示解除になったIHJで内装工事をしていた男泊二は、イノシシの内を食べたと私に話した。

ホッキ兵が試験操業の対象樟にかnえられて初めて水揚げされたのは2016年6月3Elのことだ

（福島民報 2016年6J=J41=1）。しかし、私がホッキ呉の分け漁をもらったのは 1月14日だから、試

験操業が始まる以前から浜ではホッキ貝の分け漁は再開していた。 J:lllで採れた野菜や淘：でが］った

去りま孫には食べさせないとインフォーマントたちは言っていたが、実際は食べている子供たちも

いたと考えられる。いわき駅前でパブを経営する久之浜出身のNさんは次のように言った。久之

iAに住むNさんの両親が家で作ったLJ!f菜を送ってきたII寺に、「思いけど野菜は捨てるよ。子供に

は食べさせられないから…jと彼は伝えたという。また別の機会に子供を両親に；fil［けた！際に「絶

対にここのものを食べさせないでj と念を iljl した。 N さんは小名 iJ~ 出身の妻と 21設の子供といわ

き駅の近くに住んでいる。彼の家では原発事故から 5年過ぎても食料品はインターネットで杭島

県外のものを反っている。

数字の二重性

十rli'WIJllJ は 2015 年 9J=JsEI に足以m指示解除になった。その当日、楢葉町の元111J~~xで京電の協力会

社の社員として福島第一原発で働いていたAさん（当時75才）が、 ll!Jの道路JJあのこiむミからセシウ

ム137とセシウム 134の合計値1キログラム当たり 52,500ベクレルと 34,790ベクレルを検出した

とNPO法人 J＼；＇わき放射能市民測定室たらちね」が発表した。この検査結果は翌日の『 l初日新mu
の福島県1:11:ifilり・会津版で取り｜二げられた。円高島氏宇IHと『十m向上己友jはこの調査結栄を報道し

なかった。 Aさんはこの訓査を行ったのは6月であり、「近辺の空間総長：は0.3～ 0.7マイクロシー

ベルトと比較的低かった」（朝日新l'ffJ2015年9FJ 6 El）。この事実をどう考えたら良いのか。地元

紙に勤務する友人によれば、地元紙は購読者やスポンサーに配慮して記事を書かなければならな

い。だから楠葉lllJの避難指示解除の初日に政椛が存；板IYJに；i生めている帰還に水を差すよう

は書けないのだろう。

I ＇／~IL\J 記長誌は 0.3-0.7 マイクロシーベルトと比 ii史的低かったj とだけ書き、「；i主主初出の！二壌から

セシウム 137とセシウム 134の合計値 iキログラム当たり 52,500ベクレルと 34,790ベクレルを検

ii＇，した Jとは告かないのが指向では普通のやり方だ。 Aさんは政府と京屯が発表する数字を信じ

ていない。さらに政J{J：が：1fil1Jilt W1~ I訟の基ifl＇.をij".JIU lrnSvから 20mSvに引き上げたことは11¥J）さってい

ると考えている。彼が十11・;品第 ι（発で働いていた頃、）反発敷地内の空 lllJ絞±fl：は＇(J~ll\J JmSv以下に
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されていた。 Aさんにとって、原発事故後に、避難指示Wrl徐の基準が年間20mSv.tJ-fに設定

されたことは、帰還するlllJや村の空間線量の基準が、原発事故以前の原発敷地内の空間線量の恭

準の 201奇に引き上げられたことを意｜床している。：Ill日H：指示がj幹 Fh~ された lllJ の 1:j:i は、 j京発事i＇攻古1J

の初島第－H；〔発の敷地内よりも放射能の空間線量が高いj揚！貯になっている口

いわき 1fiーには記者が二人だけの［日々の新IWjがある。放射線量を表す数字をどう読むかにつ

いて私と話していた｜｜寺、編集人の安屯l雪l弘さんはこの問題を「数字の二重性」と表現した。これ

は例えばモニタリングポストのjは射線量は｛可を去しているのかという！問題だ。その数字は実態よ

りも低し＼ 0 （これについては以下で述べる。）安屯さんはスポンサーの意向を気にして記事を l~l 己

検｜渇するジャーナリズムの限界を感じて、 2002年にこの小さな新聞社を始めた。『 1:-i々の新lilJj 

の二人の記者は「復興Jと「風評被害Jの空気に配癒した記事は書かなし＇ o l高い放射線査は住民

ではなく特定の組織や利託を守るために秘密にされたことが多い（cf.日々の新聞社 2014:136-

146）。彼らは）i!_で歩きニュースにならなしりトさな戸を丹念に拾いあげ、て記述する仕事を続けてい

る。 l~I 分たちが書いた記事の内容によってスポンサーがし 1なくなることがあってもそれは仕方が

ないことだと安屯さんは考えている。原発事故後の環境に生きる私たちは何をどう読んだら良い

のか。私たちは放射能のi1J視化の方法について，；，ら学び、呉なるメディアの多様な記事を

事実のfr：られ万を；意識しなければならなし」

在、はti当葉）llJの元JIJJ議で京電の協力会主l：の社員として福島第一一原発で働いていたAさんとは、小

名 iJ'i~ の －m-民放射能測定室で偶然に出会った。後 El 、 A さんがいわき市内に建てた新しい家に話を

！？むきに行くと、彼はモニタリングポストの空間線量をどうやって下げるのか教えてくれた。その

方法は次のようなものだ。モニタリングポストの表土ーを剥しヨで二！こを入れ替えるc その場FYI・をコン

クリートで、舗装する。 i三五！干~ 7Jえで、何度も i先ゆする。モニタリングポストをコンクリートの慢で、述1~1~

する口空｜！日記.j~fi±：が上がる！支に除染を繰り返す。そのキ古来モニタリングポストが表示する宅！日］線量

は周辺に比べると低くなる。 Aさんは「モニタリングポストの向田｜の空11¥J線置をii'l'i!!IJする実験を

やりましょう Jと言った。

Aさんは 10FJ 28 Elに私たち（文化人類学実習でいわき rl日二滞在していた2人の教員と学生た

ち）を楢菜料Iの上繁同地区集会問？と 10万B〔1/l屯以｜ずのj反射性廃棄物のJlllj／＇＿処分場として伎われて

いる産業廃棄物の最終処分場に述れて行ってくれたc j二繁i同地区集会所のモニタリングポストは

0.265pSv/hを示していたが、 MlI立！の空Jl¥J級Jli：はそれよりも l当く、私のTerra-P÷ は0.35トiSv/h前後

を示していた。モニンタリング・ポストのない産業廃棄物の最終処分場の入り仁l付近では、空11¥J

放射線量はTerra-P＋では0.61トiSv/h、AirCounter』.sでは lpSv/hを示した。公去されている 10JJ 

28 Elの楠葉lllTの環境)j'.dJ、j紘：iil:il!IJ定fri'lが最も尚し、地点は波台地区集会所0.3lpSv/hであり、その次

においのがi：繁｜両j自民集会iW0.27pSv/hだった（制品民報 20161ド10)J 29 Ll) 0 Aさんに案内して

ーかl
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もらったおかげで、摘業IHJの1:1:1に放射線量がこれより高い場所があることが確認できた。このよ

うにして私たちは f福島民報jの「県内各地の環境放射線量減定値」と『福島氏友jの「各地の

放射線量」に記載されているモニタリングポストの放射線測定値が一体何を示しているのかにつ

いて再考するための経験的な知について学ぶことができる。

t反設住宅の生活

fl監禁l!IJは2015年9月5Elに避総指示解除になった。 1年畿の2016年8月、私はいわき市内にあ

る楠葉l!IJの仮設住宅を訪れた。鹿島佑道からJR1J!IJに折れて1:1:1央台に向かう坂道を笠ると、いわき

手に見える。その敷地内に初島県立双葉高等学校の仮校舎がある。 IElflfiJ1:J:1学のII寺か

ら人々が通った双葉高校は、 2017年3月末に「休校jという形で閉鎖されることになった。双葉

高校の仮校舎の裏手には、仮設の楢葉中学と楠葉保育mnがある。坂道をさらに登っていわき光洋

を過ぎると、木造平屋の仮設住宅のm＝れが見えてくる。楠葉llfJのIll］宇民の多くはここに避難し

ていた。この仮設住宅は2017年3月に 1%1］鈍されることになっていたが、 i1出来！HTへの帰還者は人口

の1~i::u に満たなかった。

この仮設住宅に去と二人で住んでいる F さん（63）を訪ねた｜訟に、｜持の＋~tに住む E さん（78)

iJ'ii＼てきた。彼女はこれから車で10分右：のところにある病院に入院している夫に会いに行くの

だという。私は3年前にここに来た時、↑反設住宅のf!JiiHIJを走る道路に向かつて傾斜している法耐

の一番上の部分が家庭菜園になっていたのを見た。 Fさんは近所の人に家庭菜muで採れた肝菜を

貰うのだが、放射能汚染が’怖いのでこっそり捨てていると言った。この野菜の送り主がEさんだo

Eさんは最初jのif＇.は何も作らなかったが、 2il三目治、ら仮；没tl；宅)Jおの主：i

ている O ホームセンターで、培養士と J(J;J'1:1LJ.:::l二と）JI::料を買ってきて、緑JJ目を：仁子ーの上の 141~分にj足して、

0:111を拡張している。野菜はスーパーで買ってきた万が安いのだが、何もしないとぼけてしまうの

でミニトマト、 1m：：~i＇~子、ナス、キュウ ！） 、かぼちゃなどを｛午っていると説明してくれた。楢・＊で、

はj民業をしながら道の！以で働いていた。 Eさんは楠葉に戻ることを陥践している。夫はいわきの

病院に入院しており、 40 キロ離れた惜：~竹、ら来ると 1 II寺山］はかかるからだ。 10月下旬に再び訪ね

た｜祭に、 E さんの夫が亡くなったことを知った。 E さんはW~Jiミにかミらないことを？3とめた 0 4 

いた家庭菜！立iはすでに放置されていた0

8月12II 、在、は F さんを tifil~廷の家に訪ねた。 F さんはいわきの仮設住宅に1t んでいるが、同支ー

の l~l 宅で、｛云tlrJ鳴を fiiil っているので、毎日世話をしにやってくる。家はリフォームカ＼~：冬わり、いつ

でも帰れる状態になっていた。 j持の家は~れ県てている。ここの住人は帰ってこないという。 l鋒

の家はi徐染をしていないので、 Fさんはそこのお1iむはかなり 1'.'ljv、とii'{(foしていた。 Fさんは自分

( i 2) 
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の家の放射線量を下げるために何度も草刈りをしている。家の前には木戸川の支流が流れている。

このJllの反対側は津波の被害を受けたが、 Fさんの家は津波の被害を免れたo Fさんは川が津波

をl吸収してくれたから家がDJJかったと忠っている。しかし、 JIlは放射ー能で汚染されている o Fさ

んによると木戸Jllを「原状回復」するための除染がようやく始まるという口誌がどのようなコン

テクストで「原；｜犬j亘111IJと言っているのだろう。 Fさんは仁i頭で「Jiic:I犬回復Jという言葉をli"!'Jし、

たのだろうが、環境に漏れ/J：＼た政射性物質を取り除くという意味で「出状回復jという言葉が使

われたとは考えられない。

福島県が除染のコンテクストで「原状回復」について書いている筒所がある。「良作物の放射

性セシウム対策に係る除染及びJ支社長対策の指針」という文書の「j訴状回復に係る考え方について」

という見出しの下に以 Fのような記述がある。「反11到すj：や深刻：のl努に施mする土壌改良資材（ゼ

オライト）や肥料（カリ質！肥料、リンi峻質肥料、石灰質肥料）、たい）把の施m量については、｜徐

染によりこi二段の地力等が減じた分をネill う j京状回復分のみとなります」（福島県農林水産；~j) 2014: 

6）。ここで言う原状回復とは、 i徐染のために表土を削り取って失われた土壌の地力を回復するこ

とだけを言っている。原発事故の前の状態をIITI1友すると っていなし＇ o J}jl状回復しなくても安

全だという言説も流布していた。木戸ダムのjまの泥は汚染されているが、水が政射能を ）~I析する

から水道水は安全だという。

2016年3月29Elに公表された公共）；白水J或におけるj皮射性物質モニタリングによれば、木戸ダ

ムの底の泥（シルト）のセシウム 134と137合計の測定結果は、 20151,pPJ 9 El分が17,800Bq/kg、

11 J"J 12日分が10,100Bq/kgだ（環境省水大気環境局水環境課 2016)0木戸ダムから取水している

寓｜両IIIJのモニタリング（ダム放流水を検査）によれば、 2014年12PJ 2 [Iから 12J=J 31 Elまでの問、

ヨウ玄131、セシウム 134、セシウム 137は検出されていない（？言問urr2014) o ダムjまから11£水仁I

まで60メートル離れているため、水道水は 100パーセント安全だという。放射能で汚染されたl11iJJ

jまの土を取り除くことは困難な上、 li1iJJ底の土を取り｜除けば「かえって水をかき混ぜることによる

弊害が大きい」（福島氏平I~ 201M1=-s月9El）。除染をせずに水道水を使う方がより安全だというこ

の選択においては、事故以前の環境との比較はせずに、｜徐染をした場合の危険としなかった場合

の安全を比較している。

20151H月3IJに放｜りとされたNHK福島のニュースによると、木戸ダムを訪れた高木陽介原子力

災害JJl地対策本部長は、「ダムの1氏の泥から欣射性セシウムが1キログラムあたり最大で i万5000

ベクレル検出されているものの、水面近くの水を1¥EJIJしている」ことなどについて説明を受け、

汀l水場で処型された水を飲んで安全性をアピールした（NHK机，I~） 2() 15年4月3LI）。政治家がパ

ラシュート｜咋iどしてきて、福島の食材を食べた！？水道本を飲んだりすることで、安全性をアピー

ルするが、相）誌の人たちはこれを冷ややかな 1=1でえている。政治家が ・！支だけ水道水を飲んだと

しても、 }j文射能j汚染が残る I：地で、不安を抱えながら一一生生きて千J＇けるのか、被爆の心配をしなが
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ら子供を育てられるのか、という問題の答えにはなっていない。浪江町円、ら長野県に避難してい

るOさんは次のように言った。引帝るのが危険な場所には帰還させるのではなくて、 100年くらい

閉鎖してもいいんじゃないかム

その日、 Fさんの実家ではi手親の新盆を行うために兄夫婦が家に戻っていた。 Fさんのお兄さ

ん（67）は、家を建て直した l年後に原発事故が起こり、柏葉を後にした。屋敷の土地は700坪あ

る。仮設住宅では新盆ができないので、 j手続の供養に来てくれる知人たちをもて成すために三日

間だけ帰ってきたのだという。仮設住宅では、誰かが訪ねてきても外で立ち話をするだけだ。在、

は仏壇で焼香した後、廊下を挟んだ居出でお蕎麦をご馳走になった。お兄さんの農業~1r!1ll!JのSさ

んがお総香を上げにやってきた。短いお盆｛本みが終われば、また誰もいなくなる。 Fさんのお凡

さんは、「人が帰ってこないから、他所の人を入れることも考えてもいいんじゃないかjと話し

始めたD円II内村ではシングルマザーに住む場所と仕事を提供して子供の数を増やそうとしてるJo

Fさんは繕葉にできたばかりの作業員の寮を私に見せながら「こんなのがし、つの問にか建って・・・

ムショ帰りがし、るから気持ち悪くて住めないという人もいるんですよ」と言った。 2016~F 8 J"J 26 

El、楢葉町民に対ーする仮設住宅の貸与那聞は2018年3月まで1年間の延長が決まった。

帰るべきか帰らざるべきか？

楢葉！HTの人口は2011年HJ11日の震災前は8042人だった。 5年半後の2016ij三10月1Elの人［］

は7,315人に減っている。僧葉IUJは2015ii三9J=J 5 Elに避難指示解除になった。朝日新聞によれば、

2015 ij:: 10 J=J 20日までに 321人が！HJに戻ったが、 2016年9月2I:］のH寺点で！HJに戻ったのは681人に

JI二まり、 65歳以上が5割を占めている（朝日新11rJ201s 年 9J=J5Ef ）。楠葉 lllT を見，~.ろす天神山に

上ると、水EE!のあちらこちらにフレコンバッグに入れた除染廃棄物が並ぶ仮置場が広がっている

のが見える。憎葉IJJTでは2016年から稲作が再開しているが、 EEiんぼが｜除染廃棄物の仮置場とし

て使われている現状を見ると、 20ヘクタールの規模の稲作の干！？！？月は、実質的であるというより

も象徴的な意味を持たされていると考えるのが妥当だろう。 5月2U二ilこ行われた小規般のEEl1；直え

に丸川環境キ！？が参加lした事実は、この農作業が政治iねなショーだったことを示しているは明日新

l11'J2016iJC::5月22El）。 II!んぼの圧倒的に広い部分が、｜徐染廃棄物の仮置場になっているという

突が、この場所で何が起きているのかを物質的に示している。

8 fJ 28 1:1、在、はFさんと彼の浪江高校時代の友人Iさんと一緒に富岡l!IJにある iさんの家を見に

行った。 Iさんの家は帰宅j孟JWH=地l玄の近くの王J家地区にある。我々はまずIE！宮路lllT役場に行った。

役場の建物の入り仁川二モニタソングポストがあり、 は0.3pSv/hを示していたが、 iさんによ
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ると、ここは何度も除染してコンクリートで遮蔽しているから 0.3になっているが、周簡の総量

はもっと高いという。王塚集会所のモニタリングポストの空間線量は0.hLSv/hだった。 Iさんに

よるとここは何度除染しでも線量が高いので、二i二を入れ替え、周囲の平を苅って総長を下げてい

る。その Elは雨が｜咋っていたので総長は少し低いとのことだった。 Iさんの家に行った時に雨が

1£争っていたので、 j定のネ1J1子の木の下で雨宿りをした。すると iさんが1:111子の木の根元は4pSv/h位

あると表情も変えずに言うのでJiltいた。

次に富岡IHJ大字本｜司字王塚451の繁泉寺の東｜燐にある Iさんの知人の家に行った。守の！駐車場

とその家の11¥Jにある竹薮の放射線量が高いという。一番高いところは4pSv/h近くもあるので、

家主に変わってIさんが再度除染するよう環境省と役場－に申し込んでいるという。 Iさんは竹薮の

地而を指差しながら、ここは－度除染をしたことになっているが「やり方がでたらめだjと言う 0

1さんは清水建設の下請けで除染作業をしていたので、 i徐染のやり方をよく知っている。ここは

大林組が徐染を請け負っているが、ゴミを取り除いたくらいで抜染をしたことになっている。役

場で開題を J制商したら、竹を切って、こ！二を f~IJ ってフレコンバッグに入れて出しておけば、 lllJ!I又に

来ると言われてIさんは怒っていた。「俺はIHT氏だぞ。 i除染作業員じゃねーぞ。J

そこから大熊 lllJ に作られた東電の寮を見に行った。この寮については元楢ニ~!HJ~義で、東電の協力

会社の社員だったAさんに1:w1いていた。 Aさんの奥さんの姪の息子さんが、東電に就職して大熊

lllJの寮に入ることになったそうだ。京電は福島第一mげをから 10キロ離れた大川原地区の住居¥ltU

｜浪l玄域に750戸の社員寮を作り、避難解除に先駆けて社員を住まわせて、復興に貢献する姿勢を

見せようとしているが、 Aさんは若い社員をそんな境遇においてとんでもないことをしていると

った。除染が終わる前に、避難している住民の特別宿泊が行われ、東電の社員が社員寮に住む

ことで、復興が急がれる。私たちが訪れた2El後の8月30Elには大口主の社員寮への入寮が始まっ

た。避難指示が解除された楢葉IHTのjヴイレッジにあった京電の社員寮を大法ll!Jの居住制限区域

に移したのだ。

京電の杭島復興本社代表は「大JllJ京地区の住民はまだ帰還されていないが、まず私たちが住ま

わせていただくことで、皆さんの安心につながればと思うJと記者会見で話した（電気新li!J2016 

年9J=J 1 1::1 ）。 A さんは、 JR'i"!1に入社して大熊の社宅に住むことになった妻の姪の息子が liiif~かが

やらなくてはならないJと言ったことに言及して「第二次世界大戦中と｜可じことを言っている」

とi嘆いた。東電は若し を犠牲にしてはならなし＼ 0 せめて夜だけでも空間線量がより低い場所

で休ませた方が良いと彼は考えている。

空き家の会話

大熊からの帰り、今年亡くなったFさんのお母さんの尖家のi誌を通ると、庭先に車がti：，まって
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いたので、寄って行くことにしたo Fさんの伯父のMさん（83）が裏の畑をトラクターで畝立て

していた。年に3lfilやれば補助金を］支えるが5IEI1=1をやっているという。 Mさんは原発事故の後、

郡山に娘夫婦と避難している。ここでできる野菜は娘も妻も食べなし＼ 0 ，~，分が作ったキュウリは

しし、から自分一人で食べている。この家に帰って来るつもりはなし凡そんなことを話してい

るうちに、 Mさんは福島第一原発で働いていた頃のことを話し始めた。前述したように、彼は都

島第一一JJ;l)f;の建設が始まったII寺からj長：業をしながら原発で働いた。工事が始まって足場を組んだ

頃は、現場監督が来ないII寺に山で花札をやり、現場監督が来る頃に戻って仕事をした。最初Jは東

芝の下請け、次は石川島播磨重工の下請けだった。資絡がなかったからゴミの掃除や片付けなど

していたが、二年働いてこれじゃダメだと思し、クレーンの免許を取った。クレーンの筆記試！投は

！とi 信がなかったので、試験を受けていた東芝の社員の IITI 答をカンニングしたが、 l~I 分の答えと違

うので自分が正しいと思う答えを書：いた。そしたら合格してしまった。原発の仕事はいい加減で、

アラームはピーピー鳴るからJI二めて途1:1こlで置いて行き、民ってくるH寺にスイッッチを入れた。 lご

請けの男が被爆したことがあったが、 El立はこれを隠していた。原発では3,500人か4,000人ほど

働いていたが、ほとんどが素人で、J支｛；j:j：者は一部もいなかっただろう。 Mさんたちは原発の定期点

検の 1;mi Ill］の間に溶接の綜習した程度で、よくわからないまま溶接をさせられたという。 i別討を

コンクリートで組めて隠して検査に通ったこともあった。傷があっても「｛話はありませんでした」

と報告するようなでたらめな仕事をしていた。こんなでたらめなことをしているから原子炉がし1

っか様発すると言う人もいたという口

すると Iさんが原発の i干lで、作業をしていた孫詰けの人たちから！却し 3た話を始めた。 Iiミ電は津波

を！IllJillにするけれども、 1:j:rで倒jし、ていた人たちは、地震が起きたll寺に配背がi：ーからノTラノくラと

11年ってきたので、原子炉iは持たないと思って逃げる準備を始めたと言っていた。 Iさんは原発の

閃W1fを見た｜時に、免震装誼が少なすぎると思ったという。原発内で働いていた人たちの証言と、

同T11iから知抗される免震装置の少なさから、 Iさんは京電が本当のことを言っていないと感じたo

Mさんが唐突に燃料プールにドライパー落としたら、泳いで取りに行った人がいたことを話した。

そこから GEから来ていた外出入のダイバーたちの話になった。 f皮らはお！Jtfii：の白川、ところで3ヶ

J=j働いた後、 i主lに戻り、一年遊んでから戻って来たという。原発のPR映詰ljでは、原発で働く人

たちが科学弁のようにHNかれているが、 Mさん、 lさん、 Fさんによると原発で働く入の大多数

人で、その仕事は「かなりいい加減」だった。

お肢が減って来たので、 Mさんの家をおlllQして、お央ご飯を食べに行くことにしたo Fさんの

111学の！日j級11：のiくさんが嫁いだj!Lj合の持友jぞにf］：くことになった。 Kさんは名1f/;J'rを機に偏向第二

｝反発の立地 lllfである 1'11lJ架から、 J）~J＇止の 1nr だった PLJf＼に移ってきた。彼kは最近親族の葬式に 11:U て

きたことを；；市しはじめた口非式に集まった親族が、 H灯投合をいくら Y!lっているかという flliになっ

た。ある組依が「21.主i1Jl1tったJと古うと、 yJIJのおl}j）：が「それだけ？」と百った口！！古償金を全く貰っ
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ていないのは、 に嫁いだKさんだけだったO Kさんは葬式に集まった親族の金銭感覚がおか

しいと思った。

不確かな復興と環境の知

初白から111iるT)iJIゴの 8 月 31 日、政府は帰還i主i灘区域に復興拠点を作り帰還を進めるという！1~本

方針を決定した。復興拠点を整備した時点で避難指示を解除するというブSi十だ。 l¥fj；染については

「復興拠点（ ｛~/i＇；の整iiill に当たっては、｜徐染やインフラ繋iJlll が確実に行われるよう、 1~1~1が責任を持っ

てWTに進めるj、「公共事業的矧点からインフラ整備と捻染をー体的かつ述iJi)Jして進めるJと決め

られた（初出民友2016'.fj:'.9月1El）。寓！持lllJでも、大熊lllJでも、決n:111rでも、飯館村ーでも避難指

示解除に向けた特別宿泊が始まっていた。帰還が性急に進められようとしている。その'l'IJ断に

が使われるのだが、その）jt~if／＇：は動いている。基準が使われないこともある。

10月26[I、十1Lq*111rの木戸川ではサケ？，＼＼1，が行われていた。漁協ではその日に取れたサケが販売

された。以前に楢葉lllTに住んでいたという年配の男性が、民ったばかりのサケを持って｜司じ建物

の中にある放射能iJ!JJ 定主に入ってきた。彼は「 l~I 分が子供与！にはサケがたくさん本戸川にi：って

来たんだ、懐かしいねjなどと話した後、「これ今買ってきたんだけと，＇ fl十ってくれないかjと役場

の職員に言った。農業をしながら役場に勤めるこのj隊員は「今機織が止まってるんだJとにこや

かに答えた。「いいんだいいんだjと男は手を振った。この放射能iJl!J定室［副首来年lllJ食品等放射能

iJ!IJ定事業実施要領に従って運用されている。実施安領によれば、 ilil坂の食l弘の検査は行わない。

楢}WIHJの住民が l~I 家消費する食品が持ち込まれる。在、がそこにいた時、イifJ を持ち込んだ主婦が検

査結果を教えてもらって帰って行った。子供のほ：｛に楠葉に住んでいたという男性が買ったサケは

検査対象とはならなし＇ o 彼はlllJ氏ではないJ：：＿（二、サケは市販されたものだ。規定により牧査対象

写真3. 木戸Jllで獲れたサケ
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写真4. サケの直売所（左）と放射能測定室（右）

とはならないから担当のi隊員は「今機械が止まってるんだjとやんわり したのだろう。

10 Fl 28 El、放射性廃棄物の五日立処分施設としての運用が！？日始された楠葉JllTの産業廃棄物の最

終処分場の入り口付近の放射線空 は0.6から lpSv/hほどあった。 Aさんが私たちをここに

述れてきてくれたことには二つの型El］がある。 ーつ目は新開で見ることができる柏葉！HTで一番空

間線量が高いJI）｝月？となっている波倉地区集会所の 0.3~tSv/h よりもおijl量が高いJ劫所があるという経

験的な事実を伝えること。もう一つは1鵠葉の産業廃棄物の最終処分場に8,000Bq/l沼から 10万Bq/

kgまでの放射性廃棄物が運び込まれているという事実が苧む矛盾を私たちに翌日解してもらうこ

とだ。「8千ベクレルの土を運び込んでるのに、この近く道路脇の土は2万ベクレルあるんだから」。

除染が終わって避難指示が解除された楢＊lllJでは、 5111_5［＿処分施設に運び込まれる放射性物質に汚

染された涜棄物の基準となる 8,000Bq/kgよりも高濃度の汚染された士壊が道端にある。放射性物

質に汚染された廃棄物が述び込まれる出立処分施設の1:1:1の廃棄物と避難指示が解除された府民の

土壌のZ:Fj染のレベルが同じなのだ。帰還した人たちは放射能を可視化して避ける努力を続けなけ

ればならな＼，；'o被爆はいつしか自己責任のIll日選になっている。

復興を i:1:1心に紙面を組むメディアはこのような不1i'｛［かな状況については報道しなくなってい

る。『十日島氏幸IUの2016年9月lElの第一而の見出しは f創業、事業進出支援へj、「i豆、設備投

資2/3補助Jo10 fl 29 日の第一 fffiの見出しには同1=1.1お福島道路、~；I＝！潟一保原 32 年度 ljFJ 通J 、「搬送、

物流の円滑化問j符：jなどの言葉が並ぶ。このようなアップビートな表現が社会の支配l'i'Jな雰1m気

を作っている。だが、原発事故の古IIには存在しなかった様々な放射性物質が環境のlllで活動して

いる。それは可視化の方法と使われる基準によって可視イとされたり不可視化されたりする。楢葉

lllJーよりも環境放射線長が高い富岡lllJや浪江町・でもi除染作業が終了して、避難指示が解除されよう

としている。放射能を可視化し不可視化する基準について、放射能を検出する仕掛けと認；1誌のハ

イブリッドについて、政射能と言葉の関係について、ドキュメンテーションを＊5［けねば‘ならな＼，；'o 
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